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現代口語ビルマ語の助詞-kou_とゼロ助詞-φについて 
―人物目的語の-φ標示を中心に― 
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0. はじめに 
ビルマ語1には、格助詞がゼロ形態で標示される現象が多く観察される。本稿ではその中
から格助詞-kou_とゼロ助詞-φに関して、人物の目的語が-kou_ではなく-φで標示される場
合について詳細に記述する。 
例文番号、グロス、例文の訳、英語文献の日本語訳は、筆者による。ビルマ語の音転写
は Sawada (1995) のものを使用し (脚注 1 参照)、出典にかかわらず表記を統一する。 
 
1. 先行研究 
先行研究として、Okell (1969)、藪 (1992)、Sawada (1995) の 3 つを扱う。 
 
1.1. -kou_の機能 
以下に、-kou_の表す意味機能2についての 3 つの記述をまとめる。各々の使っている用
語は異なるものの、指す内容から同一のものと考えられるものはまとめ、以下の表に示す。 
                                                        
1
 ビルマ語は、シナ・チベット語族のチベット･ビルマ語派ロロ・ビルマ語群に属する、ミャンマー連邦
の公用語である。ミャンマー連邦の総人口約 5000 万人の約 70％を占めるビルマ族が母語とし、その他の
尐数民族も第二言語としてビルマ語を話す。語順は SOV。文は動詞文と名詞文に分かれ、述語句が文末
にくる。動詞文は動詞文標識 (Verb Sentence Marker=VSM) を伴う。口語と文語が存在し、文体によって
区別される。本稿で扱うのは口語ビルマ語である。本稿では以下の表記を用いる。[ ] 内は IPA による。
子音は全部で 33 個ある。/ p, t, s, c[], k, tx[], ph[], th[], sh[], ch[], kh[], b, d, z, j[], g, dx[], m, n, 
ny[], ng[], hm[], hn[], hny[], hng[], h, l, hl[], w, hw[], y[], hy[], -'[] /である。子音と母音の
間に入る介子音には/ -y-[--] / / -w- /を挿入する。後続の音に同化する鼻音/  /はすべて/ n /で表記する。母
音には/ a, ei[], i, ou[], u, e[], o[] /の 7 種類がある。また、母音が軽声化することがあり、この場合の母
音は後ろに声調記号を伴わないことで表す (例：be_^txu_ > ba^txu_「誰」)。この軽声化母音には声調・母
音の対立が無い。声調は、下降調/ -.[] /、低平調/ -_[] /、高平調/ -:[]～[
 
] /の 3 つがある (高平調は、「高
く平らで長く、末尾で下降する。ただし、音節連続の先行音節と文中の音節においては、下降しない」(藪
1992: 568) ため、2 種類表記した)。これに声門閉鎖音節を加えて四声調とする見方もある。声調の呼称は
加藤 (2001) による。形態素境界は/ - /で表すが、後続音が有声化する場合は/ ^ /で表す。 
2
 Sawada (1995) は正確には「-kou_の表す意味機能」ではなく「-kou_のマークする名詞句の種類」である
が、ここでは便宜上意味機能としてまとめる。 
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表 1：-kou_の機能・まとめ 
 Okell (1969)  藪 (1992)  Sawada (1995)  
A 着点 向格 (空間的着点)  着点句 
A'  (強調) 3 ？4 (時間的未来)  - 
B 直接目的語 対格 非为語の为題 
C 間接目的語 与格 受領者 
D 配分的意味 - - 
 
同じアルファベットの欄に書かれているものが、同一の意味機能と考えられるものである。
藪 (1992) の「時間的未来」は、時間的な未来を表す-kou_は強調の用法のひとつであると
いう Okell (1969) や Sawada (1995) の記述を鑑み、本稿の対象から除外する。Okell (1969) 
の「配分的意味」についても、Sawada (1995) で「数量詞句内の構成素としての使用であ
る」(Sawada 1995: 156) として扱っていないのにならい、本稿では対象外とする。したが
って A, B, C の 3 つの機能が残り、その 3 つの機能は 3 つの記述すべてで触れられている
ことがわかる。 
 
1.2. -kou_使用の要因 
-φではなく-kou_が使用される要因については、Okell (1969)、Sawada (1995) ともに、「あ
いまいさ回避」と「強調」の二つをあげている。このうち、より詳細に触れている Sawada 
(1995) の記述を、以下にまとめる。 
 
表 2：Sawada (1995) による-kou_の機能のまとめ 
-kou_のつく名詞句 機能 
生物の非为語の为題5・受領者 あいまいさ回避 
無生物の非为語の为題 強調 
着点句 着点標示 
 
藪 (1992) では、「为格、対格、与格、向格は、ゼロ助詞によって示される場合が尐なく
ない」(藪 1992: 586) と述べられているのみで、-kou_が使われた場合との違いにまでは言
及されていない。唯一-kou_と-φに関する記述と思われるのは、「ひとつの単文において、 
(1) 与格･対格、(2) 向格･対格の組み合わせが存在することが考えられるが、格助詞-kou_
は、ひとつの単文中にひとつしか用いられない。そのため、もうひとつは、ゼロ助詞を用
                                                        
3
 Okell (1969) では、subordinate marker の-kou_ではなく、sentence-medial postposition の-kou_の強調の機能
のところで"especially with expressions of time" (Okell 1969: 326) と述べており、藪 (1992) の言う「時間的
未来」と同じものについての記述と考えられるため、表に載せた。 
4
 藪 (1992) が時間的未来を表す-kou_を格助詞と捉えているのかどうかは不明である。格助詞の-kou_に
関する記述の箇所でこの-kou_について説明しているが、例文に〔対格〕や〔向格〕などの記述がない (空
間的着点の例には〔向格〕とグロスがある) ため、ここでは「？」とした。 
5
 Sawada (1995) はビルマ語に「目的語」(object) を認めず、それに当たるものを「非为語の为題」 
(non-Subject theme) と表現している。 
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いることになる」(藪 1992: 588) という部分である。しかし、以下のような例が存在するこ
とから、この記述は完全に正しいとは言いがたい。 
(1) maun_maun_ man:dalei:^kou_ maun_ba.^kou_/*-φ hlu'-te_ (Sawada 1995: 179)  
 (人名)  マンダレー-KOU (人名) -KOU 派遣する-VSM 
 「マウン・マウンはマンダレーにマウン・バーを遣った」 
 
1.3. -kou_と関連する下降調化について 
ビルマ語における下降調化現象は、Allott (1967) や Okell (1969) などでさまざまな機能
を持つことが指摘されている。その中でも代表的なものとして、下降調化による「所有の
用法」(Allott 1967: 159, Okell 1969: 19, 58 etc.) があるが、ここでは-kou_と関連する下降調
化についてのみをまとめる。 
 
Okell (1969) 
・目的語が人物を指示する語で、なおかつ下降調6になりうる音節 (高平調か低平調の音節 
(Okell 1969: 18)) で終わるとき、-kou_は通常は下降調を引き起こす。下降調に変化した
場合、-kou_がない形も許される。 
藪 (1992) 
・人称代名詞およびそれに準ずる普通名詞･固有名詞が、属格、対格、与格、於格の関係に
立つとき、それ自体が一定の格表示をとる。格表示は、単語末尾の音節の母音が緊喉化
する (第 3 声〔去声7〕になる) ことによる。入声音節は、そのままで変化を受けない。
上声音節の緊喉化は、義務的でない。 
Sawada (1995) 
・低平調で終わる人称代名詞や親族名称、あるいは人名などが非为語の为題に用いられた
とき、最後の音節が下降調になる。下降調化した"Oblique" form の場合、-kou_の使用は
任意である。 
 
下降調化する名詞については、3 つの記述はすべて人物に関するものであるという点で一
致している。ただし、具体的な下降調化の条件にはずれが見られる。便宜上、低平調を 1、
高平調を 2、下降調を 3、声門閉鎖音節を 4 として、それぞれの記述をまとめると、以下の
ようになる。 
                                                        
6
 Okell (1969) の言う、creaky tone, heavy tone, level tone を、それぞれ加藤 (2001) にならい、下降調、高
平調、低平調と訳すことにする。 
7
 藪 (1992) での声調の呼称と本稿での呼称の対応を以下に示す。左が藪 (1992)、右が本稿である。【平
声：低平調、上声：高平調、去声：下降調、入声：声門閉鎖】 
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表 3：各記述の下降調化の条件 
Okell (1969)  藪 (1992)  Sawada (1995)  
1 3 1 3 1 3 
2 2 2 2   
  3    
  4 4   
      
 
Okell (1969) は 1 と 2、藪 (1992) はすべて、Sawada (1995) は 1 のみが下降調化するとい
う为張である8。藪 (1992) は、形式上の変化のあるなしにかかわらず声調変化は起きてい
るという立場だと思われる。 
下降調化した形では-φによる標示も可能であるという为張は、3 つの記述すべてで共通
して見られる。 
 
2. 問題提起 
Okell (1969) と Sawada (1995) では、-kou_にあいまいさ回避の機能がある、としている。
つまり、ひとつの単文内においてある要素が为語であるか目的語であるか判断できない場
合に-kou_が用いられる、というものである。Sawada (1995) では、対象が人間の名詞句の
場合このあいまいさ回避の必要があるとし、それが-kou_や下降調化によってなされること
がある、と述べられている。 
ここで疑問となるのが、目的語が人間の名詞句でも、あいまいさ回避の必要がないケー
スでは-φ標示も認められるのではないかということである。これに関して、Soe (1999) で
似たような指摘がなされている。 
(2) txu.-mein:ma. kho_ ma-la_^phu:-la:                        (Okell 1969: 329)  
 彼〔下〕9-妻 呼ぶ [否定]-来る-VSM-[疑問] 
 「彼の妻 ( ) 呼んでこなかったのか」 
 
例文 (2) は、これ単独では「彼の妻が (誰かを) 呼んでこなかった」のか、「彼の妻を (誰
かが) 呼んでこなかった」のかが判断できない (これは Soe (1999: 104) の例文であるが、
出典元は Okell (1969: 329) である。Okell (1969) ではこの文の訳を"Won't (he) bring his 
wife ?"としている)。ところが、前に「ボー・ボーは来た」という文が与えられると、この
文は「(ボー・ボーが) 彼の妻を呼んでこなかったのか」と解釈され、逆に「ボー・ボーは
来なかった」という文が与えられれば「彼の妻が (ボー・ボーを) 呼んでこなかったのか」
と解釈されるという。Soe (1999) は、それ単独では意味のあいまいな文も、上記のように
特定の文脈が与えられれば意味の判断が可能になることを指摘している。 
                                                        
8
 卒業論文では下降調化の条件についても調査・考察したが、紙幅の都合上、ここでは割愛する。 
9
 グロスで「〔下〕」を付した名詞は、下降調化していることを表す。 
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本稿でも、人物の目的語が-φによってマークされていても認められる文について検討を
試みる。具体的には、Soe (1999) において指摘されている「文脈」の関与のほか、「常識か
ら判断可能か」という観点からも-φ標示が可能なケースがあると考える。前後の文脈がな
くても、「どちらがどちらを」という点を常識的に判断できる場合である。次の例文を見て
ほしい。 
(3) di_-mane' aphei_ cama. yai'-te_                (コンサルタントによる作例)  
 この-朝 父親 私 (女)  殴る-VSM 
 「今朝、父親が私を殴った」 
 
この例文 (3) は、目的語に当たる cama.「私」が-kou_で標示されていないにもかかわらず、
許容される。それは、ミャンマー社会において「父親が娘を殴る」ことは想像できても「娘
が父親を殴る」ことが極めて想像しづらいため、「娘が父親を殴る」という解釈が排除さ
れるということであろう。 
 
3. 調査方法 
目的語が-φ標示される場合について詳しく調べるため、調査を行った。筆者が作成した
文章を、許容度によってチェックしてもらった。許容度を記入してもらった後、それにつ
いてインタビューを行った。なお、コンサルタントはビルマ語を母語とする 40 代のミャン
マー人男性である。 
 
4. 質問内容と結果 
以下、具体的な文とその許容度を抜粋して示す。文の右に示したものが判断してもらっ
た許容度である。○は「使う」、△は「使わないが許容できる」、×は「まったく許容でき
ない」をそれぞれ表している。 
 
4.1. 文脈からも常識からも判断されない文 
A.～D.はいずれも人物の目的語が下降調化しているが、A.と C.は-kou_、B.と D.は-φで
標示されている点で異なる。また、A.と B.は SOV 語順、C.と D.は OSV 語順である。 
A. cano_ nyi_nyi.^kou_ yai'-te_  ( ○ )  
 僕 (人名) 〔下〕-KOU 殴る-VSM 
B. cano_ nyi_nyi.-φ yai'-te_  ( △ )  
 「僕はニー・ニーを殴った」 
C. nyi_nyi.^kou_ cano_ yai'-te_  ( ○ )  
D. nyi_nyi.-φ cano_ yai'-te_  ( △ )  
 「ニー・ニーを僕は殴った」 
 
結果は、-kou_標示されている A.と C.の許容度が高かった。 
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4.2. 文脈によって判断可能と思われる文 
【状況 (文脈) 】  (ma.su.^ka. ngou_-nei_^te_ kou_sou:^ka.^to. sei'-shou:-nei^te_)  
   (人名) -が 泣く-いる-VSM (人名) -が-[対比] 心-悪い-いる-VSM 
 「マ・スーが泣いている。コー・ソーは怒っている」 
E. kou_sou: ma.su. yai'-txa-la:  ( ○ )  
 (人名)  (人名)  殴る-VSM-[疑問] 
 「コー・ソー ( ) マ・スー ( ) 殴ったのか」 
F. ma.su. kou_sou: yai'-txa-la:  ( × )  
 「マ・スー ( ) コー・ソー ( ) 殴ったのか」 
 
E.と F.は、まずある状況 (文脈) があり、それに続くものとして人物の目的語が-φ標示で
出てくる文である。状況 (文脈) は「(女) が泣いている。(男) は怒っている」というもの
で、「(男) が(女) を殴ったのか」という文が続く。E.は許容されたが、为語と目的語の語
順を入れ替えた F.はまったく許容されなかった。 
 
4.3. 常識によって判断可能と思われる文 
G. di_-mane' aphei_ cama.  yai'-te_  ( ○ )  
 この-朝 父 私 殴る-VSM 
 「今朝、父 ( ) 私 ( ) 殴った」 
H. di_-mane' cama. aphei_ yai'-te_  ( △ )  
 「今朝、私 ( ) 父 ( ) 殴った」 
 
G.は例文 (3) と同じものである。H.は为語と目的語の語順を入れ替えたものである。結果、
E.と F.の文と同じく、目的語が为語より先にくる文では許容度が下がった。 
 
5. 考察 
5.1. 人物が-kou_標示される場合 
人物を指す名詞句が直接あるいは間接目的語になり、なおかつそれが-kou_標示される場
合は、-kou_がその名詞句と他の名詞句の間の差異化、もしくはあいまいさ回避の機能を果
たしている。人物が-kou_標示されるのは、もっとも一般的な現れ方である。 
 
5.2. 人物が-φ標示される場合 
人物の-φ標示が認められるのは、下降調化によるものと下降調によらないものの 2 つの
場合がある。 
 
〔1〕下降調化によるもの 
下降調化した名詞句は、-φによる標示も可能であるというのが、先行研究の共通した为
張だった。 
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調査の結果を見る限り、確かにその为張に間違いはないようである。ただし、あくまで
「可能である」というだけで、4.1.の結果からわかるように、下降調化していても-kou_を
伴う形の方が受け入れられやすい。 
 
〔2〕下降調化によらないもの 
下降調化していなくても、人物の-φ標示が許容される場合がある。それらは下降調化が
なくても聞き手が判断可能なものであり、以下の 2 つに分けられる。すなわち 
1. 文脈から判断できるもの 
2. 常識から判断できるもの 
の 2 つである。 
ただし、文脈から判断できるものと常識から判断できるもののいずれも、語順による制
約は受ける。すなわち、为語 (とみなされると思われるもの) が目的語 (とみなされると思
われるもの) の前にある場合の方が、逆の語順の場合よりも許容されやすい。このことは
4.2.および 4.3.の結果から明らかである。 
 
5.3. 人物の標示に関するまとめ 
これまで見てきたように、人物が目的語の文において文意を決定する上でその要因とな
るものがいくつかある。それらは 
・マーキング (-kou_, -φ (＋下降調化))  
・文脈 
・常識 
・語順 
の 4 つである。5.の結論として、これらの優先順位の決定を試みる。 
 
今回の調査結果からだけでは、文脈と常識の優先順位を決定することは難しい。文脈と
常識が衝突する文 (文脈から判断できる関係と常識から判断できる関係が正反対の文) を
訊いていないからである。ただし、文脈は常識よりも優先されることが予想される。文脈
の方が個別性・場面性が高いからである。常識が文脈によってキャンセルされることは考
えられても、文脈が常識によってキャンセルされることは考えにくい。よって本稿では、
文脈は常識よりも優先されるという立場をとる。 
語順に関しては、ビルマ語の基本語順を確認しておく必要がある。ビルマ語においては
述語句のみが文の必須要素であり、verb-final な言語であるということしか言えない。ただ
し、類型論的に verb-final な言語のほとんどは SOV 語順であり、Sawada (1995: 178) や
Wheatley (1990: 124) などいくつかの記述で指摘されているように、SOV の並びが OSV の
並びより標準的と受け取られるのは確かなようである。よって、本稿ではビルマ語の基本
語順は SOV であるとみなす。 
4.2.および 4.3.で OSV 語順の文が SOV 語順よりも低い許容度を示していたことから考え
て、語順による制約は文脈や常識よりも文意決定に強い力を持っていると言える。 
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4.1.の結果から、-kou_標示は-φ標示 (＋下降調化) よりも強い力を持つ。-φ標示 (＋下
降調化) が語順よりも強い力を持つことも 4.1.の結果から分かる。ゆえに-kou_による標示
は、他のどの要因よりも優先されると言える。 
よって、文意を決定する上で考慮される要因は、以下の順に強い力を持っている、と結
論づけられる。 
 
 -kou_標示 -φ標示 
 
-kou_標示  ＞  -φ標示 (＋下降調化) ＞ 語順 ＞ 文脈 ＞ 常識 
 
 明示的なものがある 明示的なものがない 
図 1：他動詞文における文意決定の要因の階層構造 
 
6. 今後の課題 
今後の課題としては、無生物と着点につく-kou_と-φについても問題提起し、調査を行
って一定の記述をすることが考えられる。また、-kou_と関連する下降調化だけでなく、
Allott (1967)  や Okell (1969) などで触れられている下降調化現象全体について考察し、よ
り深く記述することが求められる。 
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